
「五輪峠」詩群② 
 『五輪峠』「下書稿(一)手入れ/春と修羅第二集  一九二四・三・二四 

 「何べん降った雪なんだが 

 いつ誰が踏み固めたでもなし 

 みちのかたちなってゐる」 

 雪みちがぼそぼそとして 

 雑木林の肩をめぐれば 

 向こうふは松と岩との高み                五輪峠の山並 

 その左には 

 がらんと暗いみぞれのそらがひらいてゐる 

 そここそ峠の下り口だ 

 「あれがほんとの峠だな 

いったいさっきのあの楢の木の柵にある 

あすこを峠とおもったために 

みちがこんなに地図に合わなくなったんだね」 

藪が陰気にこもってゐる 

そこにあるのはまさしく古い五輪の塔だ 

苔に蒸された花崗岩(みかげ)の古い五輪の塔だ 

「あゝこゝは五輪の塔があるために 

五輪峠といふんだな 

ぼくはまた 

峠がみんなで五つあり 

そのめいめいが 

地輪峠水輪峠 

空輪といふふうで 

それを集めて五輪峠といふのかと 

たったいままでおもってゐた」 

そこでいまその 

どこかの雪ぞらに 

さめざめ蒼く 

光って立つ 

五つの峰が 

頭の中でしづかに消える 

消えやうとしてまたひかる 

「五輪は地水火風空 

空といふは総括だとさ 

まあ真空でいゝだらう                    熊イチゴ 



火はエネルギー                        

地はまあ固体元素 

水は液体元素 

風は気体元素と考えるかな 

世界もわれわれもこれだといふのさ 

心といふのもこれだといふ 

いまだって変わらないさな」                  人首川の白鳥 

雲もやっぱりそうだと云へば 

それは元来一つの真空だけであり 

所感となっては 

気相は風 

液相は水 

固体は核の塵とする 

そして運動のエネルギーと 

熱と電気は火に入れる 

それからわたくしもそれだ 

この楢の木を引き裂けるといってゐる 

村のこどももそれで 

わたくしであり彼であり 

雲であり岩であるのは 

たゞ因縁であるといふ 

そこで畢竟世界はたゞ 

因縁があるだけといふ 

雪の一つぶ一つぶの 

質も形も進度も位置も 

時間もみな因縁自体であると 

そう考えると 

なんだか心がぼうとなる 

      五輪峠に 

      雪がつみ 

五つの峠に雪がつみ 

その五の峰の松の下 

地輪水輪火風輪、 

空輪五輪の塔がたち 

一の地輪を転ずれば 

菩提のこころしりぞかず 

四の風輪を転ずれば 

菩薩のこゝろに障碍なく 



五の空輪を転ずれば 

常楽我浄の影うつす 

みちのくの 

五輪峠に雪がつみ 

五つの峠に‥… 雪がつみ…… 

「何だあいつは」                      ホタルブクロ 

「ああ野原だなあ」 

いま前に展く暗いものは 

まさしく早春の北上の平野である 

二の水輪を転ずればだめ 

三の火輪を転ずればだめ 

みんな転ずればおかしいな 

大でたらめだ 

薄墨の雲につらなり 

酵母の雪に朧にされて 

海と湛える藍と銀との平野である 

「向こうふの雲まで野原のやうだ」 

あすこらへんが水沢か 

どの辺だ君のところは 

どの辺だって云ったって 

こゝから見て 

見当つかないことは 

やっぱりおれとおんなじだろう」 

雪がもうここにもどしどし降ってくる 

塵のやうに灰のやうに降ってくる 

つつじやこならの灌木も 

まっくろな温石いしも 

みんないっしょにまだらになる       

  

  漢字に難儀した。宮澤賢治という人は漢字力の幅が違う。しばらくぶりで辞典と首っ引き 

 で高校生時代を想いだした。これまでは賢治が 2度訪れた里ということで色んな取り組みを 

 してきたが、ようやく宮沢賢治の世界に一歩踏み込んだ気がする。ちょっとだけよ！ 古っ。 

ここ人首の保育園では長年、園児が「アメニモマケズ」を暗唱して、色んな場で発表してく 

れる。子供たちの発表を聞いて、私も慌てて改めて暗唱した。園児も先生もすごいと思う。 

いつか必ず役に立つはずだ。しかし、この保育園も 3月でなくなり、大切なものがまた一つ 

失われる。切り捨てるより、面倒くさがらず残す工夫をしよう。 

※温石いしとは、蛇紋岩等を火で熱し、布などで包み、湯たんぽのように体を温めること。 

私は見たことはない。もちろん経験ないが、この辺でも昔使っていた人がいたらしい。 



賢治の⾜跡マップ  大正 13 年 3 月 24 日 

宮沢賢治一行は花釜線鱒沢駅で下車し、鮎貝～伐伏～五輪峠へと旧五輪街道を進む。               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

＜『旧五輪街道』は本当の旧五輪街道とは少し部分的に違う所があります。林道と併用している 

部分がありますので、今後できる限り正しい街道に修正していきます。＞ 

 旧五輪街道 点線…  五輪街道  ピンク   国道 107 号 緑 
   ＜五輪街道は現在通行止めです。多分 4 月末には開通するでしょう。＞ 

   点線は宮沢賢治が大正 13 年 3 月 24 日釜石線鱒沢駅に降りてから歩いた道で

す。菊慶旅館に一泊し、翌日水沢・水沢緯度観測所に向かっています。絵が下

手ですみません。 

きれいにまとめた「五輪峠・賢治マップ」(米里振興会製作)が米里地区センター

にあるので、連絡をしてみてください。 米里地区センター(℡ 0197-38-2221) 

  又は「賢治街道を歩く会」山崎(℡090-5597-2340)にご連絡ください。 

 



宮沢賢治一行が訪れた頃の人首町 赤○が五輪峠  五輪の山々 尾根に藩経塚があります 

 

 

 

 

 

人首の一本町 〇が菊慶旅館  教会も見えます  菊慶旅館の近くにある新町橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

峠はいつも 3ｍにも伸びるイタドリに覆われ、年 3回はイタドリ刈り。 

 

 

 

 

 



6 月には枝やツルが伸び、胆沢平野がよく見えません。千葉光紀氏に頼んで、秋に少し枝を払っていただい

たので、春が楽しみです。もちろん市の許可を得ています。 
 

 

 

 

 

                  峠から少し下ると眺望の良いところがある 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 
昨秋五輪街道で雄同士が争っていた。車に驚 
いて逃げて行ったが、春には山菜取りを兼ねて 種山ヶ原で 
角探しをしよう。              見た雄鹿    

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「星の楽校」 

 宮沢賢治作品の中には宇宙のことが多くでてくる。賢治自身が作詞作曲した
「星めぐりの歌」もある。子供たちが賢治作品を理解する上にも、宇宙のこと 
 に関心を持たせることの必要性を感じ、色々な取り組みを続けてきました。 

その一つが「星の楽校」です。幸いずっと私たちを支援していただいた「奥州
宇宙遊学館」の大江昌嗣先生が快く校長先生を受けていただき、たくさんご指
導をいただいている。今年度は種山ヶ原で宇宙遊学館のスタッフ 7 名が指導者
として第 12 回「星めぐりの旅」を実施できた。しかし、天候が悪く「星座の
森」食堂で映像での観察会になったが、児童・一般 30 名が参加してくれ、喜
んでくらました。又、「星の楽校通信」を発行し、今 17 号に取りくんでいます。 

「星の楽校通信 14」「星はなぜ煌めくの？」 2021・1・11 

 明けましておめでとうございます。「不来⽅のお城の草に寝ころびて空に吸われし 15 の⼼」啄⽊ 

今年も通信を通じ、星空情報を提供していきます。気が向いたらちょっとでい 

 いので読んでください。「星はきれいだな」から星空の見方が変わるかも。 

 今年は「星空観察会」を 2 回は実施したいと思います。また、夜空を見て、「何 

故なんだろう？」と思うことがいっぱいあると思います。一度そんな謎解きの会 

も開きたいと思います。どんなことでも知りたいことがあれば、２月末までに山 

崎まで質問事項等をお寄せください。大江昌嗣「星の楽校」校長先生は国立天文 

台の名誉教授ですので、いろいろ教えてくれると思います。 
 
今年の注⽬の天⽂現象 

  スーパームーン    ５月 26 日 ※皆既月食も 

流星群  ペルセウス座流星群  ８月 13 日中心に 

      ふたご座流星群    12 月 14 日中心に 

惑 星  水星 1 月 24 日 夕方の西の低空 7 月 5 日は朝東 

       金星は 2 月まで「明けの明星」7 月から「宵の明星」 

       ※2 月までは朝東の空に、 

7 月からは夕方西の空に見えます。 

「星めぐりの歌」は    ※「双子の星」は是非読んでください。 

宮沢賢治が作詞作曲した歌で、童話「双子の星」(大正 9 年頃)に登場します。 

  賢治の妹トシが病に倒れ入院した頃に書かれたと言われ、登場人物のポーセは 

  妹のこととも言われています。この歌は、「銀河鉄道の夜」にも登場します。 

 「星めぐりの歌」 宮沢賢治 作詞・作曲   →「アンドロメダのくも」は 
１、あかいめだまのさそり  ２、アンドロメダのくもは  アンドロメダ大星雲と思われ  

ひろげたわしのつばさ    さかなのくちのかたち  ます。 
あおいめだまの小いぬ    大ぐまのあしをきたに   
ひかりのヘビのとぐろ    五つのばしたところ 
オリオンは高くうたひ    小熊のひたいのうえは 
つゆとしもとをおとす    そらのめぐりのめあて  M31 アンドロメダ大星雲 




